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1. はじめに 

我が国の交通事故死者数は減少傾向にあるものの，状

態別死者数でみると，歩行中が最も多く，人対車両事故

では約 7 割が横断中に発生している 1)．特に乱横断や高

齢者による横断後半部での事故が多く，その一対策とし

て二段階横断施設の導入が広まってきている．二段階横

断施設における幾何構造や利用者挙動に着目した既往研

究は見られるものの 2)，3)，歩行者，運転者双方の挙動と

印象の関係に着目した分析事例はあまり見られない 4)． 

そこで本研究では，現地調査によって得られたデータ

に基づき，二段階横断施設における利用者挙動や交通状

況，幾何構造が利用者の印象に与える影響を分析する． 

 

2. 調査地及び調査概要 

本研究では，岐阜県関市倉知に設置されている食い違

い二段階横断施設（図-1，図-2）を対象に，外部観測調査

と走行調査，歩行調査を行った． 

外部観測調査では，歩道部に設置したビデオカメラに

より，横断歩道と車道上流を撮影することで，横断歩行

者および車両の挙動を計測している．走行調査では，車

内に設置したビデオカメラを用いて車両挙動を取得して

いる．また，走行調査 1往復終了後に二段階横断施設と

その周辺にあり，同様の道路幅員を有する通常横断歩道

の道路環境の印象に関するアンケート調査に答えてもら

っている．一方，歩行調査では，被験者が横断施設を 1

横断したのちに，走行調査と同様のアンケートに答えて

もらっている．また，順序効果に配慮し，被験者にはラ

ンダムに 4パターンのODを割り振っている．ここで，

調査地及び調査概要を表-1にまとめる．なお， 歩行調査

の中でアンケート結果と外部観測データを同期できたの

は 58 横断 116 ケースであり，その中で車両が接近して

いないケースが 51ケースあり，譲り挙動は 38ケースで

発生した．走行調査では，32走行で同期でき，内 9走行

で1回の譲り挙動を，1走行は往復で譲り挙動を行った． 

 

3. 横断方式や被験者属性による利用者意識の変化 

本章では，二段階横断施設と通常横断歩道での印象の

違いについて明らかにする．本研究では，図-3に示す 20

個の形容詞対について評定尺度を 5 段階に設定し，各形

容詞対の negativeな形容詞を 1，positiveな形容詞を 5と

して定量化し，比較を行う． 

図-3の結果について，運転者視点での各項目における

二段階横断施設と通常横断歩道の比較を，平均値の差で

t 検定により評価すると，二段階横断施設は通常横断歩

図-1 関二段階横断施設 
(南進車道：奥側)  

図-2 二段階横断施設構造図
   

図-3 利用者アンケート結果 

表-1 調査地及び調査概要 
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道より「安全な」，「派手な」，「安心な」といった項目で

1%有意差が見られた．また，歩行者視点では，「広い」，

「複雑な」，「静かな」，「明るい」，「魅力的な」，「安全な」，

「うつくしい」，「派手な」，「見通しの良い」，「楽しい」，

「安心な」といった項目で 1%有意差が見られた．このこ

とから，二段階横断施設では安全性，見た目，心理負担

の印象が向上すること，また，その傾向は運転者より歩

行者の方がより顕著に表れることが分かった． 

 

4. 運転者意識と挙動の関係分析 

本章では，まずアンケート調査で得た 20 個の形容詞

対データについて主成分分析を行い，運転者意識を定量

化した．次に，得られた各主成分得点を目的変数，挙動

や交通状況を説明変数とした回帰分析を行うことで，運

転者意識と道路交通環境の関係を明らかにする．なお，

本研究では，式(1)に示す線形式を仮定している．ここで，

主成分分析の結果を表-2に，統計上有意であった説明変

数で回帰分析を行った結果を表-3に示す．  

   (1) 

ここで， 

PCn：第 n主成分得点，x：説明変数，a，b：パラメータ 

表-3より，歩道の歩行者を横断待機者と区別できるこ

とで総合的な印象が良くなることが分かった．  

 

5. 歩行者意識と車両挙動の関係分析 

本章では，前章と同様の流れで，歩行者意識と挙動と

の関係について分析していく．ここで，主成分分析の結

果を表-4に，統計上有意であった説明変数を表-5，回帰

分析の結果を表-6に示す． 

表-6の第一主成分より，横断時間が長くなると総合的

な印象が悪くなることが分かる．また，第二主成分より，

交通量が多くなるとより使いたくなる横断施設であると

言える．さらに，第五主成分より，譲り挙動が発生する

と心理面や見た目の印象が良くなり，実用性はあまり気

にならなくなると言える．次に，各主成分得点を目的変

数，食い違いによる横断延長距離を説明変数として回帰

分析を行った．すると，全ての主成分において，有意な

結果が得られなかったことから食い違い長さが2mであ

れば，歩行者の意識に大きく影響しないと言える． 

 

6. おわりに 

本研究では，二段階横断施設による利用者意識の向上

や食い違いの欠点である横断距離の延長が利用者意識に

影響しないことを実証した．今後は高齢者を対象に調査

を行う必要があると考える． 
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表-5 歩行者分析の説明変数 

表-3 運転者回帰分析結果 (*1%有意，**5%有意) 

表-6 歩行者回帰分析結果 (*1%有意，**5%有意) 

表-2 運転者主成分分析結果 

表-4 歩行者主成分分析結果 
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